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３歳児こあら組の子ども達は、意外と保護者との離れ際に泣く子が少なく、遊びを楽しむ姿が見られま

す。今年度は、３歳児補助の先生の勤務がシフト制になったことで、メリットとして、４月中は、前年度

までと比べて教師が１人多い状態で対応でき、個々の子どもの要求に応じやすくなっていることも影響

しているのかもしれません。（４月末からは、２時間と３時間のシフト交代制となりますので、予めご了

承ください。） 

もちろん、集団生活をすることが初めてという子どもがほとんどのため、自由でマイペースな姿や、自

分の思いをうまく伝えられずに手が出てしまう姿などがあります。これまでは、家庭という守られた場

所での生活から、集団生活という社会に出て、「何でも自分のもののはずなのに…」、「もっと遊びたいの

に、なんでやめなくちゃいけないの？」、「先生、ずっと僕のことだけ見ていてよ。」、「もっと自由にさせ

てよ。」などという、子どもなりの「こんなはずじゃなかった。」場面での葛藤がいくつかあるのでしょう。

どれも３歳児の素直な子どもの姿だと思います。一人一人の発達やペースが大きく異なる年齢でもあり

ます。楽しい関わりも、ネガティブな関わりも、子どもにとっては両方必要な経験です。家庭では経験で

きない周りの子どもとの出会いの中で、一つ一つを大切な学びの機会としていきたいと考えております。

自分の思いを表現できる子どもは、少しずつ自分とは異なった思いをもつ相手の存在に気付いて、関わ

り方を知ることが大切ですし、「困ったなぁ。」、「いやだなぁ…」と思うことを伝えにくい子どもは、少し

ずつ大人に表現できるように、教師との信頼関係を基盤に力を付けていくことが必要です。 

教師が十分に対応できていない場面もあり、保護者の方にご心配をおかけすることもあると思います。

どうぞ、お気軽に担任や主任、教頭、園長などにご相談ください。 

 

 

４月２８日（金）に「ファミリーの集い」がありました。

「ファミリー」とは、異年齢の縦割りグループのことで、１

年間を通して、同じファミリーで活動を共にしていきます。

この日は、５歳児たいよう組の子どもたちが、日頃の「子ど

も会議」の中で話し合い、取り組んできた「新入園児歓迎会」

の日でした。本園の歓迎会は、ちょっと他とは変わっていて、

皆、同じことをして一緒に遊んで、皆、同じ手作りプレゼン

トを製作して渡すのではありません。この日に至るまでに、

令和５年５月１日 

岐阜市立岐阜東幼稚園 

園 長 藤井 佐由美 

  

入園・進級して１か月が経ちました！ 



たいよう組の子ども達は、ファミリーのこあら組の子ども

に、「どんなものが好きなのか。」、「好きな遊びは何なのか。」

をそれぞれにリサーチしてきました。本人がうまく答えられ

ないときには、こあら組の担任に取材したりして、一人一人

が喜んでくれるように、それぞれのプレゼントを製作してき

たのです。いよいよ、当日は、ファミリー１人のたいよう組

に２人程度のこあら組を連れて、遊びました。皆で一緒のこ

とをして遊ぶのではなく、これまでにリサーチしたことを踏

まえて、好きな遊びを一緒に遊んであげていました。優しく

ブランコを押す姿、滑り台では、「ゆっくり行くんだよ。」、「まだ、お友達いるからね。」と声をかける姿

など、お兄さん、お姉さんらしい姿がたくさん見られました。ところが、こあら組の子どもは、一筋縄で

はうまくいきません。１人で２人連れているものですから、こあら組の１人が走っていってしまうと、慌

ててたいよう組が追いかけます。なかなか止まってもくれず、何度も何度も走って追いかけていました。

しかし、最後には、ちゃんと手をつないでいましたから、たいよう組のお姉さんの言うことは、こあら組

の子どもにとって、大人の私たちが言うよりも耳を傾けやすいようです。 

他にも、１人のこあら組が、手を放して乗り物遊びの方へ、走っていってしまいました。そのまま、残

った１人の子どもとブランコへと向かうたいよう組。私が「Ａ君、あっち行っちゃたよ。」と声をかける

と、ちゃんと、「さっきまで、Ａ君の遊びばっかりだったから、今度は、Ｂちゃんの遊びの番なの。」と答

えていました。とても頼もしいです。たいよう組の子どもの育ちに感心しました。 

 最後は、遊戯室で、得意のダンスを披露したたいよう組。さて、プレゼントをもらったこあら組の反応

はどうだったでしょうか。心と心がつながったような一日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【３歳児】 

○先生と一緒にいろいろな場所や遊びに興味関心をもつ。 

○幼稚園生活のリズムが少しずつ分かり、先生と一緒に身の回りのことをしようとする。 

【４歳児】 

○先生や友達と一緒に生活する中で、自分の身の回りのことを自分で行う。 

○いろいろな遊びに関心をもち、友達や先生と一緒に遊ぶ楽しさを感じる。 

【５歳児】 

○年長児としての自覚をもち、自分たちの生活に楽しんで取り組む。 

○友達と誘い合って、戸外で思い切り体を動かすことを楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ・お願い 

毎週、通信を配信しております。お知らせやお願いなどがたくさんありますので、スマート

連絡帳の方で確認していただきますようお願いします。 

 

☆５月１０日（水）「ＰＴＡ総会」等について 

９：０５～ ９：１５ 子育てに関する動画視聴 

９：２０～１０：３０ ＰＴＡ総会 

 １０：４０～１１：３０ 園内保健給食委員会 

 ＊車は南向きに縦列で詰めての駐車にご協力ください。途中で車を出すことはできません。 

 ＊託児はありませんが、会場内に子どもが遊べるスペースを作ります。保護者の方の目の届

くところで遊びながらご参加ください。 

☆５月２７日（土）「岐阜東幼稚園創立５０周年記念行事 

～親子ふれあいフェスティバル①～」について 

配布しました「岐阜東幼稚園創立５０周年記念行事」のお便りをよくご覧ください。 

 ＊当日は、全ての方が、家庭でトイレを済ませて、８時４０分までに登園完了してください。 

 ＊登園したら、保育室へは寄らずに、そのまま親子で遊戯室へとお入りください。 

 ＊リュックサックは不要です。ポケットにハンカチとティッシュを入れてください。 

 ※卒園児については、会場の人数を踏まえて、今回は、新一年生のみの招待となっています。

在園児のごきょうだいの方は、来園することは可能ですが、式典入場はご遠慮ください。

ワークショップの参加は３年生までとなります。コーナーは限られております。それ以外

の小学生の来園はご遠慮くださいますようお願いいたします。申し訳ありません。 

☆名札の着用について 

 登降園時や幼稚園に来園されるときは、保護者用の名札を必ず着けてください。送迎の方が

代わる場合も、お配りした「保護者用の名札」を、記名してお使いください。また、その旨

担任までお知らせください。 

☆預かり保育（きりん組）について 

 こあら組のお子さんも、少しずつ落ち着いてきました。こあら組を含め、なつめ組、たいよ

う組のお子さんも、預かり保育（きりん組）をご希望の方は、申込書と緊急連絡先をご提出

ください。原則、前月の２０日までに、教頭までご提出ください。 

今後、利用者が増えたときには、就労などの方を優先させていただくことがあります。 

 


